


　

そ
う
で
す
ね
。
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
現
状

に
満
足
せ
ず
、
い
つ
も
改
革
す
る
気
持
ち
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
以
外
に
も
、
お
声
が
か
か
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自

然
会
（
農
業
法
人
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
だ
わ
り
の

生
産
者
の
会
な
ど
の
会
合
へ
も
積
極
的
に
参

加
し
、
講
演
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
学
内
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
、
セ

ン
タ
ー
長
に
就
任
し
ま
し
た
こ
と
を
機
会
に
、

産
学
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
、
他

大
学
と
は
異
な
る
独
立
採
算
を
目
指
し
た

「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」
構
想
を
作
成
し
、

役
員
に
提
案
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
産
学

連
携
推
進
機
構
設
置
検
討
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
近
い
う

ち
に
新
し
い
組
織
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
言
で
い
え
ば
、
大
学
の
営
業
部
長
と
し

て
、
地
域
の
企
業
に
親
し
ま
れ
る
「
大
学
を

売
り
込
む
」
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
法

人
化
前
の
国
立
大
学
で
は
、
大
学
を
売
り
込

む
と
い
う
発
想
は
全
く
な
く
、
学
外
か
ら
の

要
請
に
も
、
お
呼
び
が
あ
っ
た
か
ら
協
力
す

る
と
の
気
持
ち
で
対
応
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
法
人
化
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
大

学
が
下
手
に
で
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
教
員

�
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○
内
田
セ
ン
タ
ー
長
は
、
「
科
学
技
術
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
研

究
発
表
会
」
「
産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

i
n
佐
賀
」
「
新
産
業
創
出
セ
ミ
ナ
ー
」

「
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

な
ど
の
産
学
連
携
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

原
点
を
教
え
て
下
さ
い
。

○
佐
賀
大
学
の
産
学
連
携
に
関
し
て
最
も
力

を
注
い
で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

九州大学農学部助手、佐賀大学農学部助教授、教
授を経て、現在、科学技術共同開発センター長。主
な役職は、農業施設学会理事、農業機械学会理事
（表彰委員長）、農業機械学会九州支部支部長、
（財）佐賀県地域産業支援センター評議員、佐賀県
工業技術センター評議員ほか多数の審査員を兼
任。専門は「農業施設」。穀物乾燥貯蔵施設の改善
と「売れる麦づくり」の一環として佐賀県産麦の
品質向上を目指している（JAとの共同研究）。
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当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
研
究

が
あ
り
、
毎
年　

名
程
度
の
学
生
が

15

参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年　

月
末
か

10

ら　

月
半
ば
に
か
け
て
毎
週
木
曜
日

11
の　

時
〜　

時
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト

18

20

研
究
生
の
発
表
会
を
佐
賀
駅
南
の
ア

イ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
５
Ｆ
の
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。
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佐
賀
県
下
の
企
業
と
大
学
お
よ
び

官
庁
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
開

催
す
る
講
演
会
・
事
例
発
表
会
で
す
。

年
に
一
度
当
番
校
と
し
て
旧
佐
賀
大

学
、
旧
佐
賀
医
科
大
学
、
西
九
州
大

学
と
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
一
昨
年
は　

月　

日
に
ア
イ
ス

11

26

ク
エ
ア
ビ
ル
５
Ｆ
大
・
中
会
議
室
で

佐
賀
大
学
が
当
番
校
と
し
て
開
催
し

1
0
0
名
を
超
え
る
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
3
月
4
日
に
行

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
市
商
工
振
興
課
が
主
催
し
佐

賀
大
学
が
後
援
し
て
行
な
う
講
演
会

で
す
。
昨
年
度
ま
で
は
毎
月
第
2
金

曜
日　

時
〜　

時
に
行
な
っ
て
き
ま

18

20

し
た
が
、
今
年
度
は
毎
週
木
曜
日
の

夜
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
3
〜
5
週
連

続
の
集
中
し
た
講
演
会
な
ど
も
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
7
月
に
当
セ
ン
タ
ー
と
佐
賀

県
地
域
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
共
催

で
行
な
っ
て
き
た
講
演
会
で
、
昨
年

は
医
学
部
の
臨
床
講
堂
で
医
学
部
の

先
生
5
名
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
佐
賀
県
下
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
方　

名
と
佐
賀
大

80

学
医
学
部
の
学
生
・
教
職
員
合
わ
せ

て
1
5
0
名
ほ
ど
の
参
加
で
し
た
。
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平
成　

年
1
月　

日
に
佐
賀
市
ア
バ
ン
セ

18

20

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
1
回
佐
賀
学
生
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
佐
賀
大
学
を
含
め
佐
賀
県
下
3
つ
の
職

業
高
校
か
ら
合
わ
せ
て　

件
の
応
募
が
あ
り
、

57

1
次
審
査
（
書
類
審
査
で　

件
に
）
、
2
次

21

審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
審
査
で　

件
に
）
を
経
て

10

　

件
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
2
0
0
名
近
い

10聴
衆
を
集
め
て
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
鹿
島
市
の
街
お
こ
し
を
テ
ー
マ

に
し
た
グ
ル
ー
プ
が
グ
ラ
ン
プ
リ
と
副
賞　
30

万
円
を
獲
得
し
ま
し
た
。
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が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
地

域
か
ら
期
待
さ
れ
る
大
学
（
教
育
、
研
究
、

産
学
連
携
）
で
な
け
れ
ば
存
続
も
危
う
い
状

況
に
陥
り
ま
す
。

　

特
に
、
産
学
連
携
に
よ
る
外
部
資
金
の
件

数
お
よ
び
金
額
は
大
学
の
バ
ロ
メ
ー
タ
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
す
の
で
最
重
要
課
題
と
な
り

ま
す
。
大
学
も
、
科
学
技
術
共
同
開
発
セ
ン

タ
ー
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
（
技
術
移
転
機
構
）
お
よ
び

知
的
財
産
管
理
室
の
統
合
を
睨
ん
だ
産
学
連

携
推
進
機
構
設
置
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

大
学
を
挙
げ
て
産
学
連
携
に
取
り
組
む
姿
勢

を
表
明
し
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

外
部
資
金
を
企
業
か
ら
獲
得
し
た
い
と

思
っ
て
も
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
け
れ

ば
成
立
し
ま
せ
ん
。
逆
に
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

て
も
、
企
業
が
期
待
す
る
結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
、
資
金
を
出
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
佐
賀
大
学
の
教
員
に
頼
ん
だ
ら
、
目
的

に
か
な
っ
た
回
答
を
得
ら
れ
る
と
い
う
「
信

頼
関
係
」
が
も
っ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
に
は
、
企
業
へ
の

サ
ー
ビ
ス
精
神
が
重
要
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
情
報
（
知
識
）
を
提
供
し
、
分
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼
関
係
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
近
道
は
、
大
学
の
組

織
（
た
と
え
ば
、
科
学
技
術
共
同
開
発
セ
ン

タ
ー
）
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
企
業

に
対
し
て
シ
ー
ズ
を
発
表
す
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
が
「
佐
賀
大
学
に
入
学
し
て
よ

か
っ
た
」
と
思
う
教
育
指
導
を
行
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
農
学
部
の
学
生
に
対
し
て
入

学
し
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、
一
番
目
に
「
授

業
料
が
安
い
」
、
二
番
目
に
「
近
隣
の
大
学

で
あ
る
（
自
宅
通
学
が
で
き
る
）
」
こ
と
を

あ
げ
て
お
り
、
農
学
部
で
学
ぶ
と
い
う
よ
り

は
卒
業
証
書
が
ほ
し
い
だ
け
と
い
う
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
に
や
る
気

を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
、
1
年

生
に
は
、
環
境
問
題
や
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
農
業
技
術
、
新
聞
記

事
の
解
説
な
ど
を
交
え
て
講
義

を
し
、
２
、
３
年
生
に
は
、
研

究
室
で
行
っ
て
い
る
麦
の
分
析

実
験
を
募
集（
4
〜
5
名
）し
、

希
望
し
て
き
た
学
生
に
対
し
て
、

来
客
に
説
明
す
る
パ
ネ
ル
作
り

か
ら
分
析
実
験
の
説
明
に
つ
い

て
指
導
し
、
分
析
・
製
作
技
術

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
話
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
る
受
験
生
の
減

少
と
国
か
ら
の
運
営
交
付
金
の

削
減
に
よ
っ
て
、
国
立
大
学
法
人
の
経
営
は

二
重
に
苦
し
く
な
り
、
多
く
の
大
学
が
外
部

資
金
を
導
入
し
、
交
付
金
の
削
減
を
補
填
す

る
こ
と
を
考
え
て
産
学
連
携
部
門
を
強
化
す

る
方
向
に
動
い
て
お
り
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
で
は
、
教
育
先
導
大
学
と
し
て

教
育
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
、
地
域
の
活
性

化
の
起
爆
剤
と
な
る
卒
業
生
を
地
域
に
送
り

込
み
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
大
学
と
な
る

一
方
、
儲
か
る
産
学
連
携
部
門
を
目
指
し
て

活
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

���
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○
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
学
生
を
教
育
す
る

に
あ
た
っ
て
大
切
な
こ
と
は
な
ん
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

○
最
後
に
、
佐
賀
大
学
は
、
こ

れ
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
か
？
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○
国
立
大
学
で
は
法
人
化
さ
れ
て
か
ら
、
教

員
の
方
々
の
研
究
費
が
少
な
く
な
り
、
教

員
自
ら
が
外
部
資
金
を
獲
得
す
る
努
力
が

必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る

べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？
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なものにするよう、当センターの責務を果たしてい
こうと思います。

　“佐賀大学に救命救急センターができて良かっ
た”と言っていただけるようにしたいと思います。
　救急医療は医療の原点であり、一昨年４月から全
ての医師に２年間の卒後臨床研修が義務付けられま
した。このように救急医療は必ず体験すべき大変重
要な分野と位置づけられています。大学の救命救急
センターには医療従事者養成を担う使命があり、次
世代の若い医師の育成、先端医療科学・看護科学の
研究開発などの充実が期待されています。当セン
ターでは、県庁・消防本部・県医師会などとの連携
によって、命の危険に曝された救急患者を助ける喜
びを教え、従来にもまして安全で質の高い医療と医
学教育を支援できる、救急医療を教育できる場を提
供していきたいと願っています。
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　国立大学として全国で７番目、九州では初めて佐賀大学に救命救急センターが誕生し

ました。

　日本救急医学会指導医２人を含む救急専従医８人と看護部・各診療科のご協力を得て、

プライマリ・ケアとクリティカル・ケアを基本とした住民ニーズに密着した救急医療を

提供します。

������������

　「地域医療の中核病院として地域に貢献する」と
いう大学病院の使命から、昭和 56 年に佐賀医大附
属病院に 24 時間の救急診療体制が整備され、昭和
60 年に新設医科大学として初めて救急部の設置が
認可されました。ところが、専用病床がないことか
ら、治療・看護体制の充実が課題となっていました。
　国立大学の法人化に伴って国立大学に救命セン
ターを開設する波が生れ、平成 14 年に佐賀医科大
学（当時）の杉森甫学長が佐賀県に救命救急セン
ター設置を要請し、佐賀県医師会の後押しで国立大
学として全国で７番目、九州では初めて佐賀大学に
救命救急センターが誕生しました。
　東病棟３階に専用入院病床（集中治療室 10 床と
一般病室 20 床）が整備され、ER型救急と従来の救
命センターとを一体化した他に類を見ない救命救急
センターが誕生しました。病棟は、車椅子や点滴ス
タンド使用患者に快適になるよう改修されています。

　急病や怪我に即座に対応できる 24 時間体制の救
急医療システムは、地域でより良い医療連携を維持
するのに重要です。当センターの開設は、救急医療
だけでなく、県内の在宅医療や訪問看護を支援する
こと等を通じた地域医療との連携をも目指していま
す。佐賀県・県救急医療協議会・県医師会などと協
力して地域医療機関と大学附属病院との連携を強固
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　総合分析実験センターは、生物資源開発部門・機器分析部門・
放射性同位元素利用部門から成り、それぞれが本庄地区と鍋島地
区とに分かれて活動しており、計６ヶ所の活動単位がある。
　生物資源開発部門は、鍋島地区では実験動物の飼育を主たる業
務としている。マウス・ウサギ・イヌなどの動物を使って、薬物
の作用や遺伝子の発現作用を分析する手段として、そして生物本
来の構造や機能の研究などを行っている。このような人類の幸福
に繋がる動物実験の重要性はますます認識されているが、生命倫
理を考えると軽率な深まりが許されない事も十分認識している。
本庄地区では主に遺伝子組み換え植物の研究がなされているが、
これもバイオハザードには常に気を配って行っている。この部門
は、研究支援活動を行うと同時に常に学内の生物科学分野の研究
発展のパイロットとしても活躍している。
　機器分析部門は、実験機器を使った測定と補修・点検を担当し
ているが、学生や若手研究者の機器操作の指導も行っている。ま
た専任の教員や技術員の研究も活発に行われている。問題は、機
器の補修やバージョンアップの費用が捻出しにくいことであり、
大学間の競争に勝ち抜く体制が形成できていないことである。
　放射性同位元素利用部門は、放射性同位元素を主にトレーサー
として使用する研究者のために活動してきた。法律に基づいて、
利用者の研修・設備の維持・廃棄物の処理などの重要な裏方の仕
事を行なってきたが、利用者の減少が続いていることが問題点で
ある。
　ごく近い将来、第４の部門と
して「環境安全管理部門」の設
置を計画している。これは、佐
賀市の重要な拠点としての佐賀
大学が、自らの廃棄物のチェッ
クをしたり、その定量法の改善
を行なったり、環境問題の専門
家となる学生を養成したりする
部門である。大学が市民の信頼
を得て、環境改善に取り組むた
めの大事な部門であると思って
いる。
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「転倒予防のための教室を開くからその体力評価をしてくれないか」という行政から
の依頼で、歩行動作の解析や重心動揺などの評価を２年間のプロジェクトで行い、昨
年度からは、健康スポーツ科学講座による健康教室として開催しています。

　週１回２時間で３ヶ月間の計８回開講。第１期目は参加者３０人程度のこぢんまりし
たものでしたが、トレーニング効果の評価に動作解析など普通では行わない、世間的
にいう「科学的」測定までやったことが目新しかったらしく、新聞やTVに取り上げて
もらい回を重ねる毎に参加者が増加して、先日終了した３期目の教室には１２０名程度の
参加があり、大がかりなイベントとなってきました。

　今回の講座では、年齢別に分けた１２のグループに、文化教育学部健康福祉スポーツ
選修の学生たちがボランティアとして活躍。将来は福祉関係に進もうと希望している
学生たちなので、とても意欲的に取り組んでいます。
　参加者にとっても、学生のような若い年代とのふれあいはわれわれが思っている以
上に新鮮で楽しいものらしく、教室の間中笑いや歓声が絶えません。リピーターが多
く、常連の参加者が多いのも、学生たちの功績が大きいのだろうと思います。

　参加前後におこなう種々の測定も、教室の効果を如実に示すいい結果が得られてい
ます。最終講座終了後の測定では、参加者の関心の高かった骨密度が、同年代の平均
を約１割上回る結果となりました。これは、ダンスやストレッチなどの全身運動を
行ったことで、骨格系に適度な刺激が加わったためであろうと考えられます。また、
加齢にともない増加する転倒の能力を評価するために重心動揺を測定したところ、こ
れも２０％程度バランス能力が向上したという結果を示しました。これらの測定でこの
教室の有効性も明らかになっています。

　次回４期目の教室は、４月頃スタート予定です。４０代から８０代まで幅広い年齢層の
方が参加しています。興味ある方はぜひ参加していただければと思います。
（連絡先：文化教育学部健康スポーツ科学講座　井上伸一　tel：0952-28-8304）
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　低平地研究センターは、現在右図
に示すように、低平地地圏環境、低
平地水圏環境、低平地都市環境の３
研究分野に、平成 17 年度より科学
技術振興調整費のプロジェクト「有
明海再生研究」が加わり、４つの研
究分野で構成され、それぞれ主要な
課題に取り組んでいます。

　当センターは、地域の課題を正面
から受け止め、特に地域の緊急かつ
重大な“有明海問題”を解決するた
め、平成 13 年度には地元の異分野
の５機関でコンソーシアム（研究共
同体）を組織し、５ヶ年間で総額約
３億２千万円の競争的資金を獲得し
て研究を行い、極めて重要な成果を
上げてきました。この成果を基にさ
らに厳しい審査を経て、平成 17 年
度科学技術振興調整費（H17 年度受
託費：約１億８千万円）を獲得し、
５ヶ年の予定で研究を継続していま
す。“有明海異変”の本質を明らか
にするとともに、有明海再生への道
筋を指し示す成果を上げるべく頑
張っています。
　当センターは、低平地研究会、低
平地市民フォーラム、技術講演会・講習会などの開
催や機関誌「低平地研究」(写真�：1992 年創刊、
毎年発行 )をはじめとする各種の刊行物等を通して、
その途中経過や成果を地域住民の方々へ報告するな
ど、積極的に地域への貢献を行っています。　　　
　また、低平地・佐賀平野と湾海・有明海をフィー
ルドとして得られた研究成果を、様々な形で世界に
発信しています。具体的には、国際低平地研究協会
（In t e r n a t i o n a l A s s o c i a t i o n o f L ow l a n d 
Technology：IALT、1998 年創設）の運営、国際学

術論文集（写真�：Low l a n d T e c h n o l o g y 
International：LTI、1999 年創刊）の年２回発行、
国際シンポジウム（写真�：In t e r n a t i o n a l 
Symposium on Lowland Technology：ISLT、1998年
開始）の隔年開催等を継続して行っています。過去
４回開催した ISLT には、毎回 13 ～ 16 ヶ国から 90
～ 110 編の研究論文が寄せられ、参加者は海外から
の 40 ～ 50 名を含め合計 120 ～ 150 名を数えます。
今年も、ISLT2006 を佐賀で開催します。
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　私は佐賀大学を卒業して５年になり、現在は東
京で『コンコンジャンプ』というバンドのドラ
マーとして活動しています。『コンコンジャンプ』
は私が在学中、同じサークルだった現在のボーカ
ルのサトミに、「ガールズバンドをしよう」と誘わ
れ結成しました。その頃、私にとってバンドはた
だの趣味で、卒業したら地元の徳島に帰って就職
するつもりだったので、それまでならと返事をし
たのでした。
　それ以前にも沢山のバン
ドをしていましたが、『コン
コンジャンプ』のドラムをし
て初めて「バンドってこんな
に楽しいものなのか、こんな
に楽しいことが職業だった
ら幸せだろうな。」と思いま
した。その思いは膨らみ、卒
業する頃には「『コンコン
ジャンプ』を本気でやりた
い」と考えるようになってい
ました。私を誘ったサトミも
私と同じ位本気だったので、二人で東京に行こう
と決心しました。「東京に行けばすぐにデビュー
出来て売れる」と、根拠もなく自信満々でした。　
　しかし、私達は楽器初心者だったし、実績も全
くなかったので、当然周りには反対されながらの
上京でした。今思えばバンドなのに、二人だけで、
しかも勢いだけでよく出て来たなと思います。で
も、時間はかかり、思い通りにならなくて泣きそ
うな時期もあったけれど、2003 年 9 月には念願の
メジャーデビューができました。その時その時に

何事も信じて行動するということは大切だと改
めて感じています。
　そして発売した楽曲がＮＨＫの『みんなのう
た』にも選ばれました。現在では自分達のための
『ロケットガールズ』というレーベルを自ら立ち
上げ、私たちの楽曲がテレビ番組のエンディング
に使用されたりしています。
　活動している中で一番嬉しいのは、全国に私達

を待っていてくれる人々が
いるという今があることで
す。上京した当初は自分達
が楽しむためにバンドで売
れようと思っていましたが、
今は、「『コンコンジャンプ』
の曲に元気づけられますと
いう沢山の人々のためにも、
一人でも多くの人に知って
もらい、元気づけてあげら
れるバンドになるために売
れたい」という思いで活動
をするようになりました。

　今はそれが一番楽しく、素敵な仕事だと思って
います。１０年後も２０年後も、「あの時『コンコン
ジャンプ』を職業にしたいと思って良かった」と
思えるように、これからも自分を信じて、応援し
てくれている人々のパワーをもらいながら、精一
杯頑張っていきたいと思っています。
　
＊＊『コンコンジャンプ』オフィシャルサイト：

http://www.conconjump.com＊＊
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　１月 29 日�に、本学を会場として、題目に記したディベート大会を開催した。日本
語部門と英語部門に分かれ、佐賀、福岡、長崎、熊本の４県から 100 名以上の高校生の
参加を得ることができた。本学の学生も 100 名以上が参観し、高校生の熱い討論に驚き
の声を禁じることはできなかった。
　この大会は、地域貢献事業としてディベートを通して、九州地区の高等学校と佐賀大
学との交流を図り、相互理解を深める契機を得ることを目的としている。また、日本語
部門では社会的問題についての関心を深め、議論の能力を育成すること、英語部門では
英語に対する関心を深め、英語コミュニケーションの能力の育成を図ることもある。
　今大会の論題は、日本語部門は「日本は外国人労働者を積極的に受け入れるべきであ
る、是か非か」である。英語部門は、“It is good for high school students to use a mobile 
phone.”とした。このように論題は、今日の国際化、情報化の進展に応じて、社会的な問
題を取り上げている。いずれの部門においても、リサーチが充実していて、信頼性の高
いエビデンスを根拠とする説得力のある議論が展開された。とても高校生とは思えない
ほどであった。
　成績は、日本語部門優勝校
が長崎県立長崎西高等学校で
あった。英語部門優勝校は熊
本県立第一高等学校で、地元
の佐賀清和高等学校は準優勝
と健闘した。
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参加校の紹介

　日本語部門は、福岡県立修
猷館高等学校、福岡双葉高等
学校、久留米大学附設高等学
校、佐賀県立武雄高等学校、
学校法人大牟田学園大牟田高
等学校、長崎県立長崎南高等
学校、長崎県立長崎西高等学
校、熊本県立熊本高等学校の
８校である。
　英語部門は５校の参加で、
佐賀清和高等学校、長崎県立
長崎西高等学校、熊本県立第
一高等学校、熊本県立熊本北
高等学校、熊本県立東稜高等
学校であった。
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記事提供　佐賀大学学生コミュニティサイト 

http://www.sagadirect.net/index.php
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　私達“SMILE”は、2000 年に ｢病院を少しでも明
るい雰囲気に ｣｢ 患者さんと何か楽しいことを ｣
という目的で設立された学生の病院イベント企
画グループです。これは、入院患者の方へのア
ンケート結果から｢病院は暗い、つまらない｣と
いう声が一番多かったことがきっかけでした。
これまで震災の募金活動や塗り絵大会・コン
サートなどのイベントの実施、院内図書の設置、
病院案内や院内学級の補助など、ささやかでは
ありますが、病院内での活動を行ってきました。
　昨年 12 月には、毎年恒例になっているクリス
マスコンサートとそれに向けて気分を盛り上げ
ていただこうと2週間前からクリスマスデコレー
ションをしようという企画、｢病院まるごとクリ
スマス ｣を計画しました。
　この企画のヒントになったのは、昨年私が訪
れたスウェーデンの大学病院です。その病院は
玄関を入ったところから、沢山の絵画や彫刻が
展示され、とても病院とは思えない様子でした。
柱は赤や黄色の鮮やかな配色で、白い巨塔と称
される日本の大学病院とは全く異なるものだっ
たのです。年間予算の 1％は必ず芸術品にあてる
という規則があり、その明るい病院の雰囲気に
驚き、感動しました。少しでもこれを佐賀にも
取り入れられないものか ･･･。
　クリスマスデコレーションの計画としては市
民の皆様からクリスマスに関係する作品を提供
していただき、それを展示することで、市民の
方にも病院を身近に感じていただき、患者さん
に楽しんでいただこうというものでした。残念
ながら準備期間と宣伝期間が短かったために、
病院を埋め尽くせる程の多くの作品は集まりま
せんでしたが、ひぜん張子の恵比寿サンタク

ロースやかわいらしいトールペイントなどを提
供していただくことができました。各階の病棟
の食堂と休憩室を中心に外来ロビーまでを飾り
つけました。初めての試みで病院スタッフには
御迷惑をおかけした部分も多々ありましたし、
クリスマスという宗教行事を大々的に行うこと
に躊躇する部分もありました。しかし、25 日が
過ぎ片付けをしていると、何人もの患者さんた
ちから｢もう終わり？次は正月かね？｣などとお
声をかけていただき、少しは喜んでいただけた
かもしれないと感じられました。毎年好評のク
リスマスコンサートも今年は医学部室内学部、
鍋島中学校の合唱部、教育学研究科大学院生の
弓削田さんのピアノ弾き語りなどの演奏で盛り
上がり、涙を流しながら聴いて下さる方もい
らっしゃったほど感動的なものでした。
　私達は常に患者さんにも笑顔を、自分達も笑
顔をという想いで活動していますが、実際のと
ころ患者さんから笑顔をいただくことばかりで
す。これからも一人でも多くの笑顔に出会えるよ
う活動していきた
いと思っています。
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